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聖徒の交わりの交わり交わりわり
ヘブル 12:1-2

12:1 こういうわけで、この交わりように多くの証人たちが、雲のよう多くの証人たちが、雲のようくの交わり証人たちが、雲のようたちが、雲のようの交わりよう
に多くの証人たちが、雲のよう私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷いているの交わりですから、私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちも、一切の重荷の交わり重荷

とまとわりつく罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷捨てて、自分の前に置かれている競走を、てて、自分の前に置かれている競走を、の交わり前に置かれている競走を、に多くの証人たちが、雲のよう置かれている競走を、かれている競走を、を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷、

忍耐をもって走り続けようではありませんか。を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷もって走を、り続けようではありませんか。けようではありませんか。

12:2 信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなの交わり創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなであり完成者であり完成者であるイエスから、目を離さなであるイエスから、目を離さなから、目を離さなを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷離さなさな
いでいなさい。この交わり方は、ご自分の前に置かれた喜びのためには、ご自分の前に置かれた喜びのために自分の前に置かれている競走を、の交わり前に置かれている競走を、に多くの証人たちが、雲のよう置かれている競走を、かれた喜びのためにびの交わりために多くの証人たちが、雲のよう、

辱めをものともせずに十字架を忍び、神の御座の右に着座されめを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷もの交わりともせずに多くの証人たちが、雲のよう十字架を忍び、神の御座の右に着座されを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷忍び、神の御座の右に着座されの交わり御座の右に着座されの交わり右に着座されに多くの証人たちが、雲のよう着座の右に着座されされ

たの交わりです

　一、聖徒の交わりとしての教会の交わりとしての教会交わりとしての教会わりとしての交わりとしての教会教会

　使徒の交わり信条は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交」の交わりすぐあとに多くの証人たちが、雲のよう、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わり

わり」という言葉を続けています。それによって、「教会」とを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷続けようではありませんか。けています。それに多くの証人たちが、雲のようよって、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交教会」のすぐあとに、「聖徒の交」と

はつまり「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」なの交わりだと言っているの交わりです。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり

の交わり交わりわり」は、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交教会」のすぐあとに、「聖徒の交」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷言い替えた言葉です。えた言葉を続けています。それによって、「教会」とです。

　コリント第一第一 1:1-2に多くの証人たちが、雲のようこうあります。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交神の御座の右に着座されの交わりみこころに多くの証人たちが、雲のようより

キリスから、目を離さなト第一・イエスから、目を離さなの交わり使徒の交わりとして召されたパウロと、兄弟ソステされたパウロと、兄弟ソステと、兄弟ソステソスから、目を離さなテ

ネから、コリントにある神の教会へ。すなわち、いたるところから、コリント第一に多くの証人たちが、雲のようある神の御座の右に着座されの交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交へ。すなわち、いたるところ

で私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちの交わり主イエス・キリストの名を呼び求めているすべてのイエスから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一の交わり名を呼び求めているすべてのを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷呼び求めているすべてのび求めているすべてのめているすべての交わり

人たちが、雲のようとともに多くの証人たちが、雲のよう、キリスから、目を離さなト第一・イエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のようあって聖なる者であり完成者であるイエスから、目を離さなとされ、聖徒の交わり

として召されたパウロと、兄弟ソステされた方は、ご自分の前に置かれた喜びのために々へ。主はそのすべての人の主であり、私たへ。主イエス・キリストの名を呼び求めているすべてのはその交わりすべての交わり人たちが、雲のようの交わり主イエス・キリストの名を呼び求めているすべてのであり、私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷た

ちの交わり主イエス・キリストの名を呼び求めているすべてのです。」ここでは、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交コリント第一に多くの証人たちが、雲のようある神の御座の右に着座されの交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交」が、

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交キリスから、目を離さなト第一・イエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のようあって聖なる者であり完成者であるイエスから、目を離さなとされ、聖徒の交わりとして召されたパウロと、兄弟ソステさ

れた人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私た」と言い替えた言葉です。えられています。

　「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」というと、私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちは、使徒の交わりペテロと、兄弟ソステやパウロ、聖アウパウロと、兄弟ソステ、聖アウ



グスから、目を離さなティヌスから、目を離さなやパウロ、聖アウアッシジの聖フランシスコなどの「聖人」と呼の交わり聖フランシスから、目を離さなコなどの交わり「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖人たちが、雲のよう」と呼び求めているすべての

ばれる、優れた人々を思い浮かべます。自分が「聖徒」などとれた人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷思い浮かべます。自分が「聖徒」などとい浮かべます。自分が「聖徒」などとかべます。自分の前に置かれている競走を、が「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」などと

呼び求めているすべてのばれると恥ずかしい気持ちになります。しかし、聖書で使わずかしい気持ちになります。しかし、聖書で使わちに多くの証人たちが、雲のようなります。しかし、聖書で使わで使わ

れている「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」というの交わりは、そうした人たちが、雲のようだけを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷指してはいましてはいま

せん。たとえ罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、深い者であっても、その罪を赦され、きよめらい者であり完成者であるイエスから、目を離さなであっても、その交わり罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷赦され、きよめらされ、きよめら

れた人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たも「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」とよばれているの交わりです。コリント第一の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のよう

は分の前に置かれている競走を、派の争いや信者同士の訴訟沙汰、不品行や偶像礼拝、聖餐の交わり争いや信者同士の訴訟沙汰、不品行や偶像礼拝、聖餐いやパウロ、聖アウ信者であり完成者であるイエスから、目を離さな同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交士の訴訟沙汰、不品行や偶像礼拝、聖餐の交わり訴訟沙汰、不品行や偶像礼拝、聖餐やパウロ、聖アウ偶像礼拝、聖餐

やパウロ、聖アウ礼拝の交わり混乱、はては死者であり完成者であるイエスから、目を離さなの交わり復活の否定などがありました。その交わり否定などがありました。そなどがありました。そ

んな教会」のすぐあとに、「聖徒の交であっても、その交わり信徒の交わりが「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」と呼び求めているすべてのばれています。

コリント第一の交わり信徒の交わりたちは「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交キリスから、目を離さなト第一・イエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のようあって聖なる者であり完成者であるイエスから、目を離さなと

され、聖徒の交わりとして召されたパウロと、兄弟ソステされた」の交わりです。私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちが「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」と呼び求めているすべてのば

れていることの交わり中に、イエス・キリストの大きな恵みを見るこに多くの証人たちが、雲のよう、イエスから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一の交わり大きな恵みを見るこきな恵みを見るこみを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷見るこるこ

とができます。

　したがって、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」という言葉を続けています。それによって、「教会」とは、教会」のすぐあとに、「聖徒の交が完全なな

人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たではなく、不完全なな人たちが、雲のよう間の集まりではあっても、神の恵みの交わり集まりではあっても、神の恵みまりではあっても、神の御座の右に着座されの交わり恵みを見るこみ

に多くの証人たちが、雲のようよって赦され、きよめらされ、きよめられながら、完成の交わり時を待ち望んでいを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷待ち望んでいち望んでいんでい

ることを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷言い表しているのです。それは、使徒信条で「聖徒のしているの交わりです。それは、使徒の交わり信条は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交で「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり

交わりわり」の交わり後に「罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の命を信に多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、の交わり赦され、きよめらし、身体のよみがえり、永遠の命を信の交わりよみがえり、永遠の命を信の交わり命を信を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷信

ず」と続けようではありませんか。くことからも分の前に置かれている競走を、かります。つまり、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」

とは、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、の交わり赦され、きよめらし」に多くの証人たちが、雲のよう基づき、「身体のよみがえり」を待ち望づき、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交身体のよみがえり、永遠の命を信の交わりよみがえり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷待ち望んでいち望んでい

み、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交永遠の命を信の交わり生命を信」に多くの証人たちが、雲のよう生きる交わりわりであるということです。こ

の交わりことに多くの証人たちが、雲のようついは、次回、改めて学ぶことにしましょう。めて学ぶことにしましょう。ぶことに多くの証人たちが、雲のようしましょう。

　教会」のすぐあとに、「聖徒の交は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」であり、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」とは教会」のすぐあとに、「聖徒の交

の交わりことです。教会」のすぐあとに、「聖徒の交の交わり信徒の交わりが「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」とは呼び求めているすべてのばれていても、まだ

聖徒の交わりとして完全なな者であり完成者であるイエスから、目を離さなではないように多くの証人たちが、雲のよう、教会」のすぐあとに、「聖徒の交も、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なる教会」のすぐあとに、「聖徒の交」

と呼び求めているすべてのばれていても、弱さや欠けをたくさん持っています。それさやパウロ、聖アウ欠けをたくさん持っています。それけを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たくさん持ちになります。しかし、聖書で使わっています。それ

で、教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のよう理想を求めて来た人が、教会の中にそれとは反対のを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷求めているすべてのめて来た人が、教会の中にそれとは反対のた人たちが、雲のようが、教会」のすぐあとに、「聖徒の交の交わり中に、イエス・キリストの大きな恵みを見るこに多くの証人たちが、雲のようそれとは反対のの交わり



もの交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷見るこ聞きして教会から去ってしまうことがあります。きして教会」のすぐあとに、「聖徒の交から去ってしまうことがあります。ってしまうことがあります。

　説教で語られていることと、信徒が実践していることがあまられていることと、信徒の交わりが実践していることがあましていることがあま

りに多くの証人たちが、雲のようも違っている。教会に派閥があって、新しい人を自分たちっている。教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のよう派の争いや信者同士の訴訟沙汰、不品行や偶像礼拝、聖餐閥があって、新しい人を自分たちがあって、新しい人を自分たちしい人たちが、雲のようを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷自分の前に置かれている競走を、たち

の交わりほうに多くの証人たちが、雲のよう引き入れようとする。社会的な地位のある人や特技のき入れようとする。社会的な地位のある人や特技のれようとする。社会」のすぐあとに、「聖徒の交的な地位のある人や特技のな地位のある人や特技のの交わりある人たちが、雲のようやパウロ、聖アウ特技のの交わり

ある人たちが、雲のようはもてはやパウロ、聖アウされるの交わりに多くの証人たちが、雲のよう、目を離さな立たない人や社会的に弱い立たない人たちが、雲のようやパウロ、聖アウ社会」のすぐあとに、「聖徒の交的な地位のある人や特技のに多くの証人たちが、雲のよう弱さや欠けをたくさん持っています。それい立たない人や社会的に弱い立

場の人は見向きもされないなど、多くの人はそうしたことに躓の交わり人たちが、雲のようは見るこ向きもされないなど、多くの人はそうしたことに躓きもされないなど、多くの証人たちが、雲のようくの交わり人たちが、雲のようはそうしたことに多くの証人たちが、雲のよう躓

きを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷覚えます。その気持ちはよく分かります。そんな状態でもえます。その交わり気持ちになります。しかし、聖書で使わちはよく分の前に置かれている競走を、かります。そんな状態でもでも

躓かないとしたら、教会」のすぐあとに、「聖徒の交を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷単なる人間集団としてしか考えていなる人たちが、雲のよう間の集まりではあっても、神の恵み集まりではあっても、神の恵み団としてしか考えていとしてしか考えていえてい

ないからでしょう。神の御座の右に着座されが教会」のすぐあとに、「聖徒の交を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なる教会」のすぐあとに、「聖徒の交」と呼び求めているすべてのび、信徒の交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」と呼び求めているすべてのんでくださるの交わりは、教会」のすぐあとに、「聖徒の交も信徒の交わりも聖なるもの交わりへと

変えられていくことを願っておられるからです。教会が聖なるえられていくことを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷願っておられるからです。教会が聖なるっておられるからです。教会」のすぐあとに、「聖徒の交が聖なる

もの交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷目を離さな指してはいまし、信徒の交わりがきよめられることを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷求めているすべてのめているなら、た

とえ不完全なであっても、そこに多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」があるの交わりです。

　二、聖なるもの交わりとしての教会の交わりとしての教会分かち合いかち合い合いい

　「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」の交わり「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わり」と訳される言葉には、「聖なるされる言葉を続けています。それによって、「教会」とに多くの証人たちが、雲のようは、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なる

もの交わり」と訳される言葉には、「聖なるすこともできます。教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のようは問題があり間違いもあがあり間の集まりではあっても、神の恵み違っている。教会に派閥があって、新しい人を自分たちいもあ

ります。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交この交わり世よりも教会のほうがひどいではないか」と思よりも教会」のすぐあとに、「聖徒の交の交わりほうがひどいではないか」と思い浮かべます。自分が「聖徒」などと

えるようなこともあるでしょう。しかし、それでも、そこが真

に多くの証人たちが、雲のようキリスから、目を離さなト第一の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交であるなら、そこに多くの証人たちが、雲のようは、この交わり世よりも教会のほうがひどいではないか」と思に多くの証人たちが、雲のよう無いもの、いもの交わり、

この交わり世よりも教会のほうがひどいではないか」と思が与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえることができないもの交わり、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるもの交わり」が与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえら

れているの交わりです。もし、教会」のすぐあとに、「聖徒の交がその交わり「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるもの交わり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷捨てて、自分の前に置かれている競走を、て去ってしまうことがあります。っ

たら、そこはもう教会」のすぐあとに、「聖徒の交ではなくなります。けれども、それを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷

保っているなら、そこには「聖徒の交わり」が息づくのです。っているなら、そこに多くの証人たちが、雲のようは「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」が息づくのです。づくの交わりです。

　では、神の御座の右に着座されが教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のようお与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえに多くの証人たちが、雲のようなった「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるもの交わり」とは何でで

しょう。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖」という文字がつくもの交わりがいくつもあります。

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖書で使わ」がそうです。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖霊」がそうです。「聖餐」がそうで」がそうです。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖餐」がそうで



す。礼拝堂は“は“Sanctuary””（聖所）です。また、「信仰」はユ聖所）です。また、「信仰」はユです。また、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな」はユ

ダ 1:20で「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交最も聖なる信仰」と言われているように聖なるものも聖なる信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな」と言われているように多くの証人たちが、雲のよう聖なるもの交わり

です。そして、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖霊」がそうです。「聖餐」がそうで」が与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえてくださる「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交賜物」も聖なるも」も聖なるも

の交わりです。教会」のすぐあとに、「聖徒の交はイエスから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一の交わり「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なる御名を呼び求めているすべての」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷持ちになります。しかし、聖書で使わってい

ます。キリスから、目を離さなト第一が聖霊」がそうです。「聖餐」がそうでに多くの証人たちが、雲のようよって私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちと共にいてくださることに多くの証人たちが、雲のよういてくださること

は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖臨在」と呼ばれます。」と呼び求めているすべてのばれます。

　天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わりすべては聖なるもの交わりであって、教会」のすぐあとに、「聖徒の交は、その交わり「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖

なるもの交わり」が分の前に置かれている競走を、かち合われる場なのです。人々が教会に来るのわれる場の人は見向きもされないなど、多くの人はそうしたことに躓なの交わりです。人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たが教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のよう来た人が、教会の中にそれとは反対のるの交わり

は、この交わり世よりも教会のほうがひどいではないか」と思では得られないものを得るためです。ですから教会られないもの交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷得られないものを得るためです。ですから教会るためです。ですから教会」のすぐあとに、「聖徒の交

は、この交わり世よりも教会のほうがひどいではないか」と思の交わりもの交わりで人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷惹きつけようとするのではなく、きつけようとするの交わりではなく、

人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たに多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるもの交わり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷指してはいまし示し、差し出すようにしたいと思し、差し出すようにしたいと思し出すようにしたいと思すように多くの証人たちが、雲のようしたいと思い浮かべます。自分が「聖徒」などと

います。多くの証人たちが、雲のようくの交わりキリスから、目を離さなト第一者であり完成者であるイエスから、目を離さなは「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たは聖なるもの交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷敬遠の命を信するだ

ろうから、この交わり世よりも教会のほうがひどいではないか」と思的な地位のある人や特技のなもの交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷提供しなければならない」と信じしなければならない」と信じ

込んでいますが、実際は違います。人のたましいは「聖なるもんでいますが、実際は違います。人のたましいは「聖なるもは違っている。教会に派閥があって、新しい人を自分たちいます。人たちが、雲のようの交わりたましいは「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるも

の交わり」に多くの証人たちが、雲のよう触れてはじめて満足するのです。教会にそれがなければれてはじめて満足するのです。教会にそれがなければするの交わりです。教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のようそれがなければ、

人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たはかえって教会」のすぐあとに、「聖徒の交から去ってしまうことがあります。っていくの交わりです。キリスから、目を離さなト第一者であり完成者であるイエスから、目を離さながまず

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるもの交わり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷求めているすべてのめ、それに多くの証人たちが、雲のよう満たされることに多くの証人たちが、雲のようよって、人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私た

に多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるもの交わり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷指してはいまし示し、差し出すようにしたいと思し、それを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷分の前に置かれている競走を、かち合われる場なのです。人々が教会に来るのうことができる

ように多くの証人たちが、雲のようなります。

　ロと、兄弟ソステーマ 1:11-12でパウロと、兄弟ソステはこう言っています。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷があなた

がたに多くの証人たちが、雲のよう会」のすぐあとに、「聖徒の交いたいと切の重荷に多くの証人たちが、雲のよう望んでいむの交わりは、御霊」がそうです。「聖餐」がそうでの交わり賜物」も聖なるもを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷いくらかでも分の前に置かれている競走を、

け与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえて、あなたがたを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷強くしたいからです。というより、あくしたいからです。というより、あ

なたがたの交わり間の集まりではあっても、神の恵みに多くの証人たちが、雲のようあって、あなたがたと私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷の交わり互いの信仰によっていの交わり信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のようよって、

ともに多くの証人たちが、雲のよう励ましを受けたいのです。」信仰や御霊の賜物は分け与ましを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷受けたいのです。」信仰や御霊の賜物は分け与けたいの交わりです。」信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなやパウロ、聖アウ御霊」がそうです。「聖餐」がそうでの交わり賜物」も聖なるもは分の前に置かれている競走を、け与えることができないもの、「聖なるもの」が与えら

えることができるもの交わりであり、教会」のすぐあとに、「聖徒の交は、それを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷分の前に置かれている競走を、け与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえるとこ

ろなの交わりです。わたしたちの交わり信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなやパウロ、聖アウ賜物」も聖なるもは分の前に置かれている競走を、かち合われる場なのです。人々が教会に来るのうことに多くの証人たちが、雲のようよっ

てさらに多くの証人たちが、雲のよう豊かになり、それによって私たちは霊的に成長していかに多くの証人たちが、雲のようなり、それに多くの証人たちが、雲のようよって私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちは霊」がそうです。「聖餐」がそうで的な地位のある人や特技のに多くの証人たちが、雲のよう成長していしてい



きます。

　ハイデルベルク信仰問答の問信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな問答の問の交わり問 55は、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交『聖徒の交わり』に聖徒の交わりの交わり交わりわり』に多くの証人たちが、雲のよう

ついて、あなたは何でを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷理解していますか」と質問しています。していますか」と質問しています。

その交わり答の問えはこうです。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交第一に多くの証人たちが、雲のよう、信徒の交わりは誰であれ、群れの一部であれ、群れの一部れの交わり一部

として、主イエス・キリストの名を呼び求めているすべてのキリスから、目を離さなト第一とこの交わり方は、ご自分の前に置かれた喜びのためにの交わりあらゆる富と賜物にあずかってと賜物」も聖なるもに多くの証人たちが、雲のようあずかって

いるということ。第二に、各自は自分の賜物を、他の部分の益に多くの証人たちが、雲のよう、各自は自分の前に置かれている競走を、の交わり賜物」も聖なるもを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷、他の部分の益の交わり部分の前に置かれている競走を、の交わり益

と救いとのために、自発的に喜んで用いる責任があることを、いとの交わりために多くの証人たちが、雲のよう、自発的な地位のある人や特技のに多くの証人たちが、雲のよう喜びのためにんで用いる責任があることを、いる責任があることを、があることを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷、

わきまえなければならない、ということです。」ハイデルベル

ク信仰問答の問信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな問答の問は、キリスから、目を離さなト第一が与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえてくださった恵みを見るこみに多くの証人たちが、雲のよう共にいてくださることに多くの証人たちが、雲のよう与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらり、

自分の前に置かれている競走を、に多くの証人たちが、雲のよう与えることができないもの、「聖なるもの」が与えらえられた賜物」も聖なるもを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷他の部分の益の交わり人たちが、雲のようと分の前に置かれている競走を、かち合われる場なのです。人々が教会に来るのう、そこに多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり

交わりわり」があると説明しています。これはとても優れた理解でしています。これはとても優れた人々を思い浮かべます。自分が「聖徒」などとれた理解していますか」と質問しています。で

あると思い浮かべます。自分が「聖徒」などといます。教会」のすぐあとに、「聖徒の交は共にいてくださることに多くの証人たちが、雲のよう聖なるもの交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷分の前に置かれている競走を、かち合われる場なのです。人々が教会に来るのう場の人は見向きもされないなど、多くの人はそうしたことに躓です。

教会」のすぐあとに、「聖徒の交はその交わり分の前に置かれている競走を、かち合われる場なのです。人々が教会に来るのいに多くの証人たちが、雲のようよって成長していしていくの交わりです。

　三、天の教会と地上の教会の交わりとしての教会教会と地上の教会の交わりとしての教会教会

　「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」は、第三に、「天の教会」と「地上の教に多くの証人たちが、雲のよう、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交」と「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交地上の教の交わり教

会」のすぐあとに、「聖徒の交」との交わり「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交交わりわり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷指してはいましています。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交使徒の交わり信条は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交」が作られたられた

時を待ち望んでい代は、迫害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教していは、迫害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教していの交わり時を待ち望んでい代は、迫害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教していでした。多くの証人たちが、雲のようくの交わりク信仰問答の問リスから、目を離さなチャンが殉教してい

きました。先週まで一緒に賛美を歌い、共に祈りあっていた仲まで一緒に賛美を歌い、共に祈りあっていた仲に多くの証人たちが、雲のよう賛美を歌い、共に祈りあっていた仲を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷歌い、共に祈りあっていた仲い、共にいてくださることに多くの証人たちが、雲のよう祈りあっていた仲りあっていた仲

間の集まりではあっても、神の恵みが、ひとり去ってしまうことがあります。りふたり去ってしまうことがあります。っていきました。地上の教に多くの証人たちが、雲のよう遺された者された者であり完成者であるイエスから、目を離さな

は、当然、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷見るこ上の教げるように多くの証人たちが、雲のようなりました。そして、世よりも教会のほうがひどいではないか」と思を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷去ってしまうことがあります。っ

た人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たが天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖で主イエス・キリストの名を呼び求めているすべてのイエスから、目を離さなと共にいてくださることに多くの証人たちが、雲のよういて、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖に多くの証人たちが、雲のようも、先に多くの証人たちが、雲のよう世よりも教会のほうがひどいではないか」と思を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷去ってしまうことがあります。った

人たちが、雲のよう々へ。主はそのすべての人の主であり、私たの交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交があるということが、理解していますか」と質問しています。されるように多くの証人たちが、雲のようなりました。

　イエスから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一は教会」のすぐあとに、「聖徒の交の交わりかしら、教会」のすぐあとに、「聖徒の交はキリスから、目を離さなト第一の交わりからだ

です。信徒の交わりの交わりひとりひとりは、キリスから、目を離さなト第一の交わりからだの交わりそれぞれの交わり

器官です。キリストは天におられ、私たちは地上にいます。私です。キリスから、目を離さなト第一は天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖に多くの証人たちが、雲のようおられ、私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちは地上の教に多くの証人たちが、雲のよういます。私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷

たちはキリスから、目を離さなト第一の交わり手足するのです。教会にそれがなければとなって、地上の教でキリスから、目を離さなト第一の交わりみこころを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷



行や偶像礼拝、聖餐うの交わりです。しかし、同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交時を待ち望んでいに多くの証人たちが、雲のよう、からだの交わり各器官です。キリストは天におられ、私たちは地上にいます。私が互いの信仰によっていに多くの証人たちが、雲のよう互いの信仰によっていを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷

支え合っているように、キリストのからだに属するひとりひとえ合われる場なのです。人々が教会に来るのっているように多くの証人たちが、雲のよう、キリスから、目を離さなト第一の交わりからだに多くの証人たちが、雲のよう属するひとりひとするひとりひと

りは、キリスから、目を離さなト第一に多くの証人たちが、雲のようよって支え合っているように、キリストのからだに属するひとりひとえられていることはもちろんですが、

他の部分の益の交わり誰であれ、群れの一部かに多くの証人たちが、雲のよう支え合っているように、キリストのからだに属するひとりひとえられ、また、他の部分の益の交わり誰であれ、群れの一部かを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷支え合っているように、キリストのからだに属するひとりひとえているの交わりです。

　教会」のすぐあとに、「聖徒の交は天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖に多くの証人たちが、雲のようもあって、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交も、地上の教の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交もひとつの交わりか

らだです。かしらであるキリスから、目を離さなト第一は天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖に多くの証人たちが、雲のようおられるの交わりで、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖

徒の交わりたちは、もっとキリスから、目を離さなト第一に多くの証人たちが、雲のよう近いところにいて、地上の聖徒たいところに多くの証人たちが、雲のよういて、地上の教の交わり聖徒の交わりた

ちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷支え合っているように、キリストのからだに属するひとりひとえてくれています。天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちは完全ななもの交わりとされて

いますから、地上の教の交わり私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちが天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちの交わりために多くの証人たちが、雲のよう何でかを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷する

ことはできませんし、その交わり必要もないでしょう。むしろ、地上もないでしょう。むしろ、地上の教

の交わり私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちが、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりから何でかを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷してもらう必要もないでしょう。むしろ、地上があるの交わりだと

思い浮かべます。自分が「聖徒」などといます。ひとつの交わりキリスから、目を離さなト第一の交わりからだの交わり中に、イエス・キリストの大きな恵みを見るこで、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりと地上の教

の交わり聖徒の交わりとが交わりわり、地上の教の交わり聖徒の交わりが天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりに多くの証人たちが、雲のよう支え合っているように、キリストのからだに属するひとりひとえられている。

初代は、迫害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教してい教会」のすぐあとに、「聖徒の交の交わり信徒の交わりたちは、その交わりことを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷今日の私たち以上によく理の交わり私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たち以上の教に多くの証人たちが、雲のようよく理

解していますか」と質問しています。していていました。

　天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちが地上の教の交わり聖徒の交わりたちの交わりために多くの証人たちが、雲のようしてくれていること、

その交わりひとつは「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交証」です。ヘブル人たちが、雲のようへの交わり手紙 11章にはアベルに多くの証人たちが、雲のようはアベル

から始まって、サムエルやパウロ、聖アウ預言者であり完成者であるイエスから、目を離さなたちに多くの証人たちが、雲のよういたるまで、信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のよう生

きた旧約の聖徒たちの証が書かれています。の交わり聖徒の交わりたちの交わり証が書で使わかれています。12章にはアベルに多くの証人たちが、雲のようは、この交わり人たちが、雲のよう

たちが「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交雲のようの交わりような証人たちが、雲のよう」となって私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷り囲んでいるとんでいると

言っています。旧約の聖徒たちの証が書かれています。時を待ち望んでい代は、迫害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教していの交わり聖徒の交わりたちも、新しい人を自分たち約の聖徒たちの証が書かれています。の交わり聖徒の交わりたちも、同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交

じ天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のよういて、地上の教の交わり信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな者であり完成者であるイエスから、目を離さなたちに多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交証」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷してくれてい

るの交わりです。

　では、彼らは何を証ししているのでしょうか。ヘブルらは何でを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷証ししているの交わりでしょうか。ヘブル 11:1に多くの証人たちが、雲のよう

は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交さて、信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなは、望んでいんでいることを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷保っているなら、そこには「聖徒の交わり」が息づくのです。証し、目を離さなに多くの証人たちが、雲のよう見るこえないも

の交わりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷確信させるもの交わりです」とあります。そして、11:6に多くの証人たちが、雲のようは「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交信

仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さながなければ、神の御座の右に着座されに多くの証人たちが、雲のよう喜びのためにばれることはできません。神の御座の右に着座されに多くの証人たちが、雲のよう近いところにいて、地上の聖徒たづく者であり完成者であるイエスから、目を離さな



は、神の御座の右に着座されがおられることと、神の御座の右に着座されがご自分の前に置かれた喜びのために自分の前に置かれている競走を、を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷求めているすべてのめる者であり完成者であるイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のようは報いてくいてく

ださる方は、ご自分の前に置かれた喜びのためにであることを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷、信じなければならないの交わりです」と書で使わか

れています。天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちは、「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交神の御座の右に着座されは求めているすべてのめる者であり完成者であるイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のよう報いてくいてくださ

る」ということを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷証ししているの交わりです。信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のようは、苦しみ多いしみ多くの証人たちが、雲のようい

世よりも教会のほうがひどいではないか」と思の交わり中に、イエス・キリストの大きな恵みを見るこで、神の御座の右に着座されの交わり救いとのために、自発的に喜んで用いる責任があることを、いやパウロ、聖アウ報いてくいを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷期待ち望んでいするという一面があります。があります。

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交神の御座の右に着座されは信じる者であり完成者であるイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のよう報いてくいてくださる」と信じればこそ、信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな者であり完成者であるイエスから、目を離さなた

ちは困難な中を歩むことができました。けれども信仰者たちがな中に、イエス・キリストの大きな恵みを見るこを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷歩むことができました。けれども信仰者たちがむことができました。けれども信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな者であり完成者であるイエスから、目を離さなたちが

見るこた地上の教の交わり報いてくいは部分の前に置かれている競走を、的な地位のある人や特技のなもの交わりに多くの証人たちが、雲のよう過ぎませんでした。ある人たぎませんでした。ある人たちが、雲のようた

ちは信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなの交わりゆえに多くの証人たちが、雲のようかえって苦しみ多いしみを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷受けたいのです。」信仰や御霊の賜物は分け与けなければなりませんで

した。しかし、聖徒の交わりたちは、今、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖で報いてくいを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷受けたいのです。」信仰や御霊の賜物は分け与けています。

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交神の御座の右に着座されは報いてくいてくださる」ことを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖から証ししているの交わりです。

　イエスから、目を離さなは、ペテロと、兄弟ソステに多くの証人たちが、雲のよう言われました。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交そこで、わたしもあな

たに多くの証人たちが、雲のよう言います。あなたはペテロと、兄弟ソステです。わたしはこの交わり岩の上に、の交わり上の教に多くの証人たちが、雲のよう、

わたしの交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷建てます。よみの門もそれに打ち勝つことはでてます。よみの交わり門もそれに打ち勝つことはでもそれに多くの証人たちが、雲のよう打ち勝つことはでち勝つことはでつことはで

きません。」（聖所）です。また、「信仰」はユマタイ 16:18）です。また、「信仰」はユイエスから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一は、教会」のすぐあとに、「聖徒の交は

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交よみの交わり門もそれに打ち勝つことはで」に多くの証人たちが、雲のよう勝つことはでつと力強くしたいからです。というより、あく宣言しておられます。迫害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教してい者であり完成者であるイエスから、目を離さなたち

は、信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな者であり完成者であるイエスから、目を離さなを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷殺害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教していすることに多くの証人たちが、雲のようよって教会」のすぐあとに、「聖徒の交を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷滅ぼそうとしましたぼそうとしました。

しかし、信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな者であり完成者であるイエスから、目を離さなたちは天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖に多くの証人たちが、雲のよう凱旋し、そこで地上の教会に証しをし、そこで地上の教の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交に多くの証人たちが、雲のよう証しを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷

する者であり完成者であるイエスから、目を離さなとなり、地上の教の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交は天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり証人たちが、雲のようたちに多くの証人たちが、雲のよう励ましを受けたいのです。」信仰や御霊の賜物は分け与まされ、さらに多くの証人たちが、雲のよう

キリスから、目を離さなト第一を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷証しする者であり完成者であるイエスから、目を離さなとなっていったの交わりです。迫害の時代でした。多くのクリスチャンが殉教していは天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交

を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷大きな恵みを見るこきくし、聖徒の交わりたちの交わりために多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり扉」を開く結果となった」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷開く結果となったく結果となったとなった

の交わりです。殉教者であり完成者であるイエスから、目を離さなたちは滅ぼそうとしましたびたの交わりではありません。天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖に多くの証人たちが、雲のようあって、

安息づくのです。と栄光と喜びに包まれているのです。天の教会は、教会がと喜びのためにびに多くの証人たちが、雲のよう包まれているのです。天の教会は、教会がまれているの交わりです。天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交は、教会」のすぐあとに、「聖徒の交が

「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交よみの交わり門もそれに打ち勝つことはで」に多くの証人たちが、雲のよう勝つことはで利していることを証ししてます。していることを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷証ししてます。

　私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちは、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちから、信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷受けたいのです。」信仰や御霊の賜物は分け与け継ぎました。それぎました。それ

だけでも感謝しなければなりませんが、そればかりでなく、信しなければなりませんが、そればかりでなく、信

仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷どの交わりように多くの証人たちが、雲のよう働かせればよいのか、信仰にどう生きれば良いかせればよいの交わりか、信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のようどう生きれば良いい



の交わりかを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちの交わり生涯と模範によって教えられてきましと模範によって教えられてきましに多くの証人たちが、雲のようよって教えられてきまし

た。聖書で使わに多くの証人たちが、雲のよう登場の人は見向きもされないなど、多くの人はそうしたことに躓する信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな者であり完成者であるイエスから、目を離さなやパウロ、聖アウ、歴史に名を残している信仰者ばに多くの証人たちが、雲のよう名を呼び求めているすべてのを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷残している信仰者ばしている信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さな者であり完成者であるイエスから、目を離さなば

かりでなく、私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちの交わり身近いところにいて、地上の聖徒たな信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなの交わり先輩たちの生き様を通してたちの交わり生き様を通してを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷通してして

も、私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちはどんなに多くの証人たちが、雲のよう教えられ、励ましを受けたいのです。」信仰や御霊の賜物は分け与まされ、導かれてきたことかれてきたこと

でしょうか。

　ヘブル 12:2は「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなの交わり創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなであり完成者であり完成者であるイエスから、目を離さなであるイエスから、目を離さなから、

目を離さなを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷離さなさないでいなさい」と教えています。私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちの交わり目を離さなは、

まっすぐイエスから、目を離さなに多くの証人たちが、雲のよう向きもされないなど、多くの人はそうしたことに躓けられるべきです。しかし、イエスから、目を離さなを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷見るこ上の教

げようと天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなぐと、イエスから、目を離さなの交わり傍近いところにいて、地上の聖徒たくに多くの証人たちが、雲のよういる「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交雲のようの交わりような証

人たちが、雲のよう」が当然、見るこえてきます。天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちの交わり証の交わり声が聞こえてが聞きして教会から去ってしまうことがあります。こえて

きます。天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりに多くの証人たちが、雲のよう目を離さなを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷留め、その証に耳を傾けることによっめ、その交わり証に多くの証人たちが、雲のよう耳を傾けることによっを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷傾けることによっけることに多くの証人たちが、雲のようよっ

て、よりよくイエスから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一ご自分の前に置かれた喜びのために自身を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さなぐことができるの交わりだ

と思い浮かべます。自分が「聖徒」などといます。

　教会」のすぐあとに、「聖徒の交もまた堕落し、誤った教えに惑わされ、ほんとうの教会し、誤った教えに惑わされ、ほんとうの教会った教えに多くの証人たちが、雲のよう惑わされ、ほんとうの教会わされ、ほんとうの交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交

でなくなることがあります。しかし、地上の教の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交がキリスから、目を離さなト第一の交わり

からだを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷通してして天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交との交わり交わりわりを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷保っているなら、そこには「聖徒の交わり」が息づくのです。っている限り、それはり、それは

何で度でも息を吹き返し、この世に「聖徒の交わり」を生み出しでも息づくのです。を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷吹き返し、この世に「聖徒の交わり」を生み出しき返し、この世に「聖徒の交わり」を生み出しし、この交わり世よりも教会のほうがひどいではないか」と思に多くの証人たちが、雲のよう「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わり交わりわり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷生み出すようにしたいと思し

ます。その交わりことを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷信じて、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷見るこ上の教げ、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交と共にいてくださることに多くの証人たちが、雲のよう主イエス・キリストの名を呼び求めているすべてのイエ

スから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷あがめようではありませんか。

　（祈り）り）

　教会」のすぐあとに、「聖徒の交の交わりかしらイエスから、目を離さな・キリスから、目を離さなト第一よ。私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちの交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷、人たちが、雲のよう間の集まりではあっても、神の恵み的な地位のある人や特技の

なつながりではなく「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖徒の交わりの交わりまじわり」に多くの証人たちが、雲のようよって築きあげてくきあげてく

ださい。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交聖なるもの交わり」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷分の前に置かれている競走を、かち合われる場なのです。人々が教会に来るのう場の人は見向きもされないなど、多くの人はそうしたことに躓としてください。「聖なる公同の教会」のすぐあとに、「聖徒の交天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖

の交わり教会」のすぐあとに、「聖徒の交」を取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷見るこ上の教げ、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたちに多くの証人たちが、雲のよう倣い、また、天の聖徒たちい、また、天の御国のすべては聖なるものであって、教会は、その「聖の交わり聖徒の交わりたち

と共にいてくださることに多くの証人たちが、雲のよう、あなたを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷あがめる私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷たちとしてください。御父に信頼に多くの証人たちが、雲のよう信頼

し、聖霊」がそうです。「聖餐」がそうでの交わり助けによって願います。アーメン。けに多くの証人たちが、雲のようよって願っておられるからです。教会が聖なるいます。アーメン。


